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1． はじめに はよく知っている作業を分担するかどうかや、作業の易

しさ、難しさ、作業の内容そのものなどを問題にする。

分業の一般的な意味での”効果〃は同じ工数で同

じ製品をつくる場合に比較して、

(a)作業の単純化による個人の技能の改善、

(b)ある仕事から別の仕事へと手をかえる場合に

失われる時間の節約、

(c)作業目標の明確化により、作業手段が向上、

などを得て、品質と生産性をともに向上しようとする点

にある。したがって分業のしかたを考えるには、まず作

業そのものの性格と作業に必要な技術背景を問題にしな

ければならない。プログラミング作業を問題解決の作業

と考えると作業に必要な考慮対象の範囲をどのようにし

て限定するか、問題自体をどのように整理するか、そし

て作業をどのように単純化し作業目標を明確化するかな

どが検討されるべきであろう．本報告では、 「作業に必

要な知識の種類」に注目した分業を考える．

ソフトウエアのシステム設計が終了した後の開発

工程に着目する。 システム設計が終了した時点では、

システムの基本要素となるべきコンポーネントの仕様が

決められ、システムの動作環境もほぼ決定されているも

のとする。システム設計の終了後、各コンポーネントの

作成、コンポーネントテスト、システムの実現、システ

ムテスト、運用、評価、保守、と続くと考える。これら

の工程のうち、各コンポーネントを実現し、コンポーネ

ントテストを終了するまでを、コンポーネント作成工程

と呼ぶことにする。

コンポーネント作成工程は、ソフトウエア開発の

全工程の工数に比して、最も工数を要する工程である。

特にモジュール分割により、複数の作業者が同時に作業

を分担して進めると、分業の効果を得る可能性の大きい

工程である。本報告では、コンポーネント作成工程にお

いてどのような観点から分業を行うのが効果的であるか、

またそのための方法として、どのようなものがあるかに

ついて問題を提起し、一つの方法を提案する。

3． コンポーネント作成工程における作業知識

計算機プログラムは計算機システムを駆使して所

望の機能を実現するための手段である。したがってプロ

グラムには、機能本来の主旨があり、実体があり、かつ

その実行環境がある。実際のプログラムにはこれらに関

連する情報が潭然一体となって含まれている。機能本来

の主旨に関する情報はそのプログラムの応用分野におけ

る目的に依存した情報であり、基本的な入出力関係とア

ルゴリズムに反映する。この種の情報のことをAPDI

( Appl icat ion Purpose

Dependent lnformat ion) (応用

目的情報）と呼ぶことにする。

2．分業を考える観点

分業のしかたには様々の種類があろう。立場によ

って分業の種類を分ける観点が違う。組織を構築し管理

する立場から考えれば、 「どういう部門構成が望ましい

か」を考え、大がかりな分業体制を問題にするであろう

が、現場の監督をする立場から考えると、 「誰にこの仕

事をさせようか」と考えるに違いない。一方、作業を実

際に行う作業者本人からみれば、自分の得意な、あるい
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Dependent Knowledge)

応用分野における応用目的と応用アルゴリズムに依存

する部分の知識、および応用目的に関する知識。

プログラムの実行を行うには必ず実行環境が定ま

らなくてはならない。計算機システムにおけるプログラ

ムの実行環境とは、その時々の計算機ハードウエアの構

成やオペレーティングシステム、および他の関連プログ

ラムとの結びつきの状況であり、プログラムの動作上の

”意味"を理解するために不可欠である。実行環境に依

存する情報はプログラムの中で用いている部品とそのた

めのインターフェースの部分、様々のエラー処理の部分、

および障害時の回復処理の部分などに反映する。この種

の情報のことをEEDI ( Execut ion

Envi ronment Dependent

Informat ion ) (実行環境情報） と呼ぶこ

とにする。

＊実行環境知識＊

EEDK(Execut ion Envi ron-

ment Dependent Knowl edge)

プログラムの実行環境に依存する部分の知識、および

実行環境の知識。

＊プログラミングテクニック知識＊

PTDK(Programming Tech-

nique Dependent Knowledge)

プログラミングテクニックに依存する部分の知識、お

よびプログラミングテクニックの知識。作業者にとってプログラムの具体的実体は、何ら

かの言語で記述されたテキストである。 したがって先に

述べた応用目的に依存する情報(APDI) と、実行環

境に依存する情報(EEDI)のほかに、プログラミン

グ言語それ自体の運用状況やモジュールの分割のしかた

など、プログラミングのテクニックに関する付随的な情

報がある。この種の情報のことをPTDI (

Programming Technique

Dependent lnformat i on) (プロ

グラミングテクニック情報）と呼ぶことにする。

APDK

応用目的知識

EEDK

実行環境知識

I |

ログ
／

PT

’ラム

／DI

以上の三種類の情報(APDI , EEDI , PT

DI)は輝然一体となってプログラムの中に反映されて

いるために、プログラムを理解するには、これらの情報

を巧みによりわけてやる必要がある．ところで、APD

IJEEDI, PTDI を自由に操るには、各々に関

する知識が必要である （図l) 。これらの知識は相互に

かなり独立であり、かつ底が深い．各々の知識を次のよ

うに呼ぶことにする。

PTDK

プログラミングテクニック知識

図1 :APDK, EEDK, PTDKと

APDI , EEDI, PTDI．

＊応用目的知識＊

APDK(Appl icat ion Purpose
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作業者はプログラムを自由に操るためには、AP

DI , EEDI , PTDIを巧みによりわけながら理解

し、対処するのに十分なAPDK(応用目的知識） 、

EEDK (実行環境知識） 、PTDK (プログラミング

テクニック知識）を持っていなければならない。しかし

実際には応用分野における知識体系と計算磯実行環境の

知識体系とプログラミングの知識体系とをすべて自分の

ものとすることは困難である。最近はAPDK, EED

K, PTDKそれぞれが多様化し深化しているので、す

べてに通じている人を期待できない。現在はむしろAP

DKに通じている人、EEDKに通じている人、PTD

Kに通じている人、などそれぞれ専門分化している。作

業者の知識バランスが図2のように三者三様になってき

たと言える。

ここでいう知識とは、主に技術的な知識であり、

それをもとに推論が可能となる情報であって、かつ作業

者が自分のものとしてこれを活用しうるものである．俗

にいう"センスのよいプログラマー"は、APDK, E

EDK, PTDK,のそれぞれについて、推論の中核に

なる有用な知識を上手に会得し、巧みに推論する人のこ

とではなかろうか。

4． コンポーネント作成工程における知的分業

図2のような作業者の知識バランスを考慮に入れ

ると、APDKに通じた者、PTDKに通じた者、EE

DKに通じた者の三者がそれぞれの持ち味を生かしなが

ら協力しあう作業形態が望まれる．その場合、作業者相

互の情報交換にはできるだけ少ない知識ですむような工

夫が必要である。ここでは、空間分業、時間分業〔1〕

の各々についてAPDK, PTDK, EEDK, との関

連を考察する．

APDKow PTDKowEEDKow

I持
つ
て
い
る
知
識

知
識
の
広
が
り

コンポーネント作成工程における空間分業は、最

終的に出来上がったコンポーネントに対し､ 「この部分

は自分が担当した」と直接プログラムテキストを指示す

ことのできる分業である．分業の第一のポイントが「作

業対象の空間の分割」にある．プログラムをいくつかの

空間に分割する方法はさまざまあるであろうが、APD

I , EEDI , PTDI , にそってモジュール分割する

ことは必ずしもできることではない。しいていうならば、

EEDK志向作業者( EEDK or i ented

worker)はできるだけ実行環境の個別的な相違を

表面に出さないように工夫した、実行環境の詳細を知ら

なくても安心して使える信頼性の高い基礎的な部品を提

供することによって役割を果たすことができる。

APDK PTDK EEDK

図2．作業者の知識バランスの傾向

プログラミング作業の分業を意図した場合、作業

に必要な知識の有無、知識の獲得能力などは、作業を分

担してから、実質的な作業に入るまでの時間にきいてく

る。さらに、推論能力の程度や獲得された知識の内容に

よって品質が左右される。APDKが不十分だと、目的

の軽重をはかりかねて、利用者の本来の意図が理解不十

分になり、使い物にならないことが多い．EEDKが不

十分だと、環境条件の認識不足からとんでもない事故に

つながったり、信頼性の低いものになりがちである。さ

らに、PTDKが不十分だと、性能が悪かったり、保守

性の悪いものやパグの多いものになりがちである。

一方、応用目的志向作業者( APDK

or iented worker)はいわゆる高級言語

を用いて、応用機能別の各モジュールを作成することに
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なるが、PTDKが必ずしも十分でないために、諸種の

プログラミング上の問題が生じる。

（コンポーネント）テスト仕様書を作成する。

(5) IT(結合テスト）

モジュールを結合し、プログラム（コンポーネン

ト）をつくり、テストする。結合テスト成績書が出来上

がる。

以上の後、システムテスト (ST) 、テステイン

グレビュー(TGR) 、運用テスト (OT) 、保守、シ

ステム評価(ME)と続くわけであるが、コンポーネン

ト作成工程の部分は上記PS－MD－PDR－PG－

ITまでである。

空間分業のよさは作業対象に関する知識の範囲を

しぼりこめることである。応用分野を限定したり、実行

環境を限定することは作業の能率を上げるのに役立つ。

しかしながら、プログラミングテクニックは作業対象で

はないために、空間分業のワク組みからはずされてしま

うのである。したがって、プログラミングテクニック志

向作業者(PTDK or i ented worker)

が明確な位置づけを与えられにくい。

SDEMの工程に従う場合、PS,MD, PDR,

PG, ITの各々に作業者を割りふることが時間分業に

相当する。プログラム構造設計者は、入出力関係のある

べき姿と、性能や保守性のよいモジュール分割をまかさ

れる。APDK, PTDK, EEDKのいずれにも通じ

ていればよいというわけにもいかず、実際は勘と経験が

必要になる。モジュール設計者は、APDIとEEDI

の狭間で苦労する．理解性をよくするにはAPDIが明

確に見えるようにすればよいが、性能や保守性、信頼性

などのために、PTDI, EEDIが混入し、すっきり

したものにはなかなかならない．PG段階の作業者は、

同一テキストの中に揮然一体となって存在するAPDI,

PTDI, EEDIの扱いに苦労する。

コンポーネント作成工程における時間分業ば、最

終的に出来上がったコンポーネントに対し、 「何という

工程は自分が担当した」と言って、時間軸上の関与を示

すことのできる分業である。 SDEM(2) (

Sof tware Deve l oPment

Engineer ing Methodology)に

従うと、システム設計以降（システム設計レビュー以降）

は次のように工程が分けられる。

(1) PS (プログラム構造設計）

モジュール構造、モジュール内処理手順概要、モ

ジュールの入出力定義、物理的なデータ設計（共通ファ

イルやテーブル）ばどを定めて、プログラム構造設計書

をつくる。

(2)MD(モジュール設計）

モジュール内のデータ設計を行い、モジュール内

処理手順を詳細化する。モジュール設計書、モジュール

テスト仕様書、結合テスト仕様書、および解説書を作成

する。

(3) PDR(プログラム設計レビュー）

プログラム設計内容をレビューし、不都合な部分

を発見したら再設計にもどす。

(4) PG(プログラミング）

コーディング、デバッグ、モジュールテストを行

う。ソースリスト、モジュールテスト成績書、システム

時間分業のよさは作業工程に関する知識の範囲を

しぼりこめることである。作業環境を規定し技術向上を

ねらえる。しかし単なる工程分割に基づく時間分業では

APDK, PTDK, EEDKのすべてを依然として強

く要求することになる。勘と経験にたよることにもなり

かねない。

空間分業のよさである作業対象分野の知識別分業

の考え方と、時間分業のよさである作業工程技術の知識

別分業の両方を統合したような分業方式が望ましいので

はなかろうか。次に一つの分業方式を提案する。
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処理と外部における処理（外部部品）との区別を意識し

てよい．あるいは意識しなくてもよい。

5． コンポーネント作成工程における設計変換法

コンポーネント作成工程を次の三つに分ける。

(ID)初期設計: Ini t ial Des ign

(DT)設計変換:Des ign Trans-

formation

実体化段階では、EEDK志向作業者が上記設計

変換段階で作成された最終設計を受け取り、システム設

計書と照らし合わせながら、最終設計を実際のインプリ

メント言語（コンパイラ言語ばど）に写像する。写像作

業における主な目標はEEDIの注入である。最終設計

は、実行環境が意識されているいないにかかわらず、設

計言語ですべて記述されているために、具体的な実行環

境を選ばない。EEDIが欠如しているともいえる。実

体化の作業では、インプリメント言語の特徴を生かしな

がら個々の変数に対して型やサイズを与え。 さらに実行

環境との整合性をとり、エラー処理ルーチンの追加、 リ

カバリー処理ルーチンの追加などを行う。

(1M)実体化: IMplementation

初期設計段階ではAPDK志向作業者が所定の設

計言語を用いて、専らプログラムの入出力関係の保証を

行う。入出力の関係に注目するのであって、入出力の具

体的なサイズや型まで決める必要はぱい。実行環境への

配慮もあまりしなくてよい。性能については、基本的な

アルゴリズムの評価を行うが、プログラミングテクニッ

クによる性能向上までは考えなくてよい。初期設計にお

けるモジュール分割は、最終的なプログラムのモジュー

ル分割と一致しなくてよい。モジュール（設計モジュー

ル）の分割のポイントはAPDIの理解性である．その

ため、中間的な変数を多用して入出力関係が容易に把握

できるようにすることが望ましい。PTDI , EEDI

を極力必要としないようにする。

このアプローチのことを設計変換アプローチ（

DTA:Des ign Transformat ion

Approach) と呼ぶ．DTAの工程分割の方針

はAPDK志向作業者、PTDK志向作業者、EEDK

志向作業者の三者が、それぞれの互いに独立した技術知

識を背景に知的分業（知識労働の分業）をすることにあ

る．DTAの全体を図3に示す。設計変換段階ではPTDK志向作業者が初期設計

を受け取り、システム設計書とも照らし合わせながら、

これを変換する。変換作業は同じ設計言語の上で行い、

最終設計を得る。変換の主な目的はPTDIの注入であ

る。初期設計にはAPDIが反映しているとし、その入

出力関係を保ちながら、プログラムとしての構造を整え

る。中間変数の消去、冗長な条件判定の除去、既存部品

の利用のための再構造化、スタックやファイル、バッフ

ァ、その他のデータ構造の導入、保守性を考慮したモジ

ュール再統合と再合成などを行う。設計言語（後述する）

の特徴から、処理内容はそのすべてを記述するが、ター

ミナルモジュールは次の実体化段階で用いるインプリメ

ンテーション言語の基礎部品を意識してよい。すなわち

最終的に出来上がるであろうプログラムの内部における

｜ｼｽﾃﾑ設計書｜

1
に〉
変換

写像

システム設計書

洲初期設曾

､

終設

プログラ

初期設計段階： 応用目的志向設計

設計変換段階： プログラミング

テクニック志向設計

実行環境志向実体化段階

図3．設計変換アプローチ(DTA)
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計モジュールから内容への写像関数と解釈する。変数名

のスコープは各設計モジュール内で閉じている。変数名

リストのならびは順序に意味があり、位置的対応を問題

にする． インデックス付きの変数名も許す。その場合は

変数名（インデックス） ：インデックス＝初培． 、終喝

の形式で表わす。たとえば、A(1) : I=1,Mは、

A(1)からA(M)までを示す．Mは不定として扱う

ことができる。 インデックスに用いた名前は（例ではI)

変数名リスト内で閉じている。初矯、終端に用いた名前

は設計モジュール内で閉じている。

（3）制御構造は、 begin-endプロ､ソク、 i f

-else、while、 forおよびi f-else

におけるelseが空のものをとくにwhenとした5

種類に限っている．個々のステートメントは左辺：＝右

辺；の形式を用いる。左辺には定義変数リスト、右辺に

は引用関数名と参照変数リストを書く。引用関数が加減

乗除の場合は十一／＊を用いてインフィックスに記述し

てよいとする。引用された関数はやはり設計モジュール

として定められていぽければならない。個々のステート

メントは「その引用関数が右辺の参照変数の内容を参照

して、左辺の定義変数の内容を定義する」と解釈される．

6． PDL/DTA(Program Des ign

Language for DTA)

DTAで用いる設計言語は次の性質をもつ必要が

ある。

(a)APDK, PTDK, EEDK志向の各作業者が

共通に知らばければならない言語であるので、PDL/

DTAの言語規則は少量であること。

(b)APDK志向作業者がアルゴリズムを記述できる

こと。

(c) PTDK志向作業者が設計変換できること。

(d) EEDK志向作業者が写像する先のインプリメン

ト言語と整合性がよいこと。

PDL/DTAはこれらの要請を考慮して次のよ

うに定められた。

（1）設計は一つ以上の「設計モジュール」からなる。

各設計モジュールでは「何を参照し、何を定義する」の

かを定める。参照されるものを参照変数と呼ぶ。定義さ

れるものを定義変数と呼ぶ。設計モジュールは参照変数

と定義変数との間の関数として見ることができる。設計

モジュール名（関数名）は唯一でなければならないが、

設計変換を考慮して、パージ筒ン番号を各設計モジュー

ルにつける。たとえば、設計モジュールFはXを参照し

てYを定義するならば、バージョン番号をOとすると、

Des ign of F: 0 ;

Y:=F (X) ;

のように宣言する。

（2）変数はCOBOLやPL／Iなどに用いられてい

る構造体の概念を利用する。構造体変数の親子関係は、

親変数名＝＝（子変数名リスト） ；の形式で宣言し、変

数名の引用にあったては、ピリオドを用いて修飾する。

たとえば、X==(A, B) ;と宣言されているときに

は、X、 AあるいはX. Bのように用いる。この

Xが設計モジュールFの中で用いられている場合には、

「設計モジュールFのXのBの内容」を示すための、設

7．実例

以下では、初期設計、最終設計、そして実際に作

成されたプログラムを例示する。 ここにとりあげられた

例はBINDERプログラムというもので、ラインプリ

ンター出力形式を元の出力イメージを半ページだけずら

して再編集するだけの単なるツールである （2つ折りし

て綴じると製本できて、かつ元の出力イメージが再現き

る） 。 したがってこのプログラムを理解するために必要

なAPDK, PTDK, EEDKはオーバーラップして

いるので、知識背景の違いを示すには悪い例ではあるが、

逆にAPDI , PTDI , EEDIの違いを比較するに

は都合がよい。図4に初期設計、図5に最終設計、図6

にプログラム（たまたまFORTRAN77)を示す。
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DesiEnof・F11:05

LS:=F11(SD,I) 5
sD==(SC3,SLDSpSRDS）；

LS==(SPN･SLM,SLD,SRD）S

PL＝(正,IL)；

begin

画nenI亜Lbe2in

lP：=l; IL:=l； end；

PL:＝風11(PL,SCB）；

SPN：＝rP； SLN:雲IL；

SLD：＝SLDS； SRD：=SRDS;

e“；
一

eod；

Desi貧nofF311:0；
－－

TCB8＝F31ﾕ(海N,TLN,JPDJL)；
be宮in
一

whegTPN=JPbegin
･宮henTI狐＝JL be質inTEB二=f＋U ； endd二部型1

首henTLN=JL+1聖星雲TCB:=' 9 ; end;
uhenTLN=JL+2旦堅聖TCB:＝'0‘ ； end；
wheUTnI=JL+3LeginTCB:='-' 5 end;
巳nd5

whegTPN=JP+1pegixn
whenTn《=1 beg工nTcB3=･ェG E ･end;
哲hEn唖=Zand皿=66

beg工nTcBﾆｰﾔ005 end；
－

唾henTI副=2a面dJ．L=65

旦旦皇旦TcB:､-0 ; enq;
･宮h巳､TI邸＝3andJL=66

be弩inTcB:■0－『 ;end;
巴､。；

end；
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D②siqnofBINDER：1Z;

TF:＝BINDER(SF） ；

s==(SF,I） i

PL==(IP,IL) ;
図5．最終設計例beｲTin

IP:=1 ; IL:=1 ; J1':=16 JL:=1; Q:=CLEARQ(Q);
S:=REWNDsF(s) ; TF:=REwINDTF(TF) ;
W1,ilen①tmFSF(s） benin

(S,SX,SY,SZ) :=READSF(S) ;
PL:=F111(P1-,SX) ;

LPN：＝IP卜l；

Q:＝ENQ(q削LPP1 ,1L,sz) ；

(LPN,LLN,LLD) :=TDP(Q);
画hil億LPN＜IPO『 （LP側＝IPan《I LLN＜IL） heqin

CB:二F〕11（LP列,LLM,JP,JL） ；

TF:=WRITETF(TF,CB,LLD,BLANK) ;

Q:=DEQ(Q) ; .JP:=IPN; JL:=LIJJ;
（LPN,Lu{,LLD） ：＝TDP(Q) ;

end; Deginnor F111:1.；
CB:=F311(IP,IL,JP,JL) 5 PL:=F111(PL,SCB);
JP:=IP; JL:=IL; PL==<IP,IL) ;
iZLPN= IPand.LIM=ILbegirl be<Tin

TF:=MRITETF(TF,CB,LLD,SY)ラ 了T~EbB='l' beqinlL:=1; IP:二Ip･I； e
Q:=DEQ(Q); EEebefTin雨示弓]ot （SCB=,＋'） be“n

end; -I丁百E産rごF定雨帝IL:=IL･3； end；
竺皇且hg旦墾 elsebeoin行~壷B='0' beoin
TF:=WRITETF(TF,CB,BLANK,SY) 7 －夢 一『て:乖竜;~扇,d；
end; elsebeqinlL:=ILfI; end;
一 －－－－－－

ehq； end；
whilenot EDq(Q） beqin while lL>“beqinlL:=11-66；－

（LPN,LLN,LIDルーTOP(Q)； Ip:＝Ip･I； en《i；
CB:=F]'1('FM,L'Jf,JP,JL) ; end;
TF:=HR"TF(TF,CB,LLD,BLANK); eRn-W
q:=DEQ(Q); JP:=LPN; .JL:=LIJW; efTW-W
end; {- i Eaa ;

鰍 ↓
DesiqnofF311；

TCB:=F]11(TPN,TIJI,JP,JL) ;

w 等窯やN=JPbeqio
-

DesiqnofREWTNDSF90; . ifTIJ=JL些里且TCB:＝,。．； enq；
S:=REMINDsF(s) ; 皇些竺聖里里
S==(SF,1) ; , ifTLY=JLfl聖里異TCB:＝’ ’5 end；
SF=＝(SD(i） ：i＝1．．N） ； elsebeqin

SD==(SCB,SLDS,sRDs) ; IT TIX=JL十倉旦空墾TCB:='m' ; end;
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8．むすび る。これらの概念は初期設計にはなかった概念である。

ただし最終設計といえども、PDL/DTAによって記

述されていることにはかわりなく、ENQUEUE,

DEQUEUE, READ,WRITE等のオペレーシ

日ンクラスターはしっかり定義されている。プログラム

実体はたまたまFORTRAN77を用いて記述されて

いるがPDL/DTAの制御構造はむしろPASCAL

､ALGOL, PL/Iに近いし、変数の構造体扱いは

COBOL PL/Iに近い．BINDERプログラム

の場合、QUEUEに関するオペレーションクラスター

をENTRYによって1つのサブルーチンにされている

が、このようにプログラム実体のレベルでもモジュール

の再構成がありうる。

本報告では、初期設計技術、設計変換技術、実体

化技術、の内容については紙面の都合で述べなかったが、

初期設計に関しては、APDIを中心としたモジュール

の階層構造化、入出力関係に着目した設計を行えばよく、

それぞれの応用分野に通じた者がプログラミングテクニ

ックなどにわずらわされることなく、 「参照」、 「定義」

の概念を用いてすみやかに記述すればよい。設計変換技

術に関しては、多くの場合従来からのコンパイラー芯ど

にみられるような最適化技術を用いればよいが、

QUEUE､FILE、STACK等のオペレーション

クラスターを導入したり、モジュールの再構成を行うな

ど比較的高級な変換技術も必要である。プログラムの変

換技術については、エジンパラ大学〔3〕 、SETLグ

ループ〔4〕 、CIPグループ(5) 、SAFEグルー

プ〔6〕などで野心的な研究がなされているが、本報告

のような分業体制がらみで設計を変換しようとするアプ

ローチは、著者の知る限りではあまり論じられていない．

実体化技術に関しては、重要な技術にもかかわらず、実

行環境に依存する個別の話題になることのせいか、表立

って論じられていないのではなかろうか。本報告のよう

に、最終設計からプログラム実体への写像という形で実

体化技術を研究することが、プログラムの信頼性を確実

に向上できる大きな手掛かりになると思われる。

今後に残された問題としては、第一に初期設計、

最終設計、プログラム実体の3つをどのように維持、管

理、発展させていくかであろう。第二は初期設計、設計

変換、実体化のそれぞれの作業を支援するシステムの実

現である。設計変換アプローチでは応用目的をすみやか

に記述しうる、実行環境の変化に対処しやすい、などの

側面がある一方、設計変換技術への期待が大きくなるた

め、設計変換段階の強力なツールが必要になろう。
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例題として示したBINDER(製本人）プログ

ラムについていうと初期設計は、 「ラインプリンター出

力用ファイルの構成」と「行制御文字」、およびPDL

/DTAの知識があれば十分読みこなせる．READ文

"WRTE文など外部システムとのインターフェースは

いっさい無い。APDIを読みとるには過不足無い情報

が示されている。 設計変換の過程は割愛するが、

BINDERプログラムの場合では、 10種類の変換技

術が用いられている。 出来上がった最終設計は、

QUEUEの概念、 FILEの概念をさらに含んでい
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